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全事業分野で二桁成長

　売上高 ３，０７７百万円 （前年比 27.7％増）

　光部品　　　　 　前年比　17.0％増　投資抑制ようやく底打ちか

　光測定器　　　　前年比　37.9％増　OCT受注残が寄与　測定器も成長

　ソリューション　 前年比 22.6％増　PC遠隔操作ソフト好評　

２０１３年度　連結決算ハイライト

営業益 大幅増加　為替差益等で経常益伸びる

　営業益 179百万円　経常益 307百万円

光測定器事業の割合高まり　利益増加　

為替差益　82百万円　 円安効果

　当期純利益 ２４０百万円 （前年比114.4％増　４期連続黒字）

　　光部品関連事業　事業用資産 31百万円 の減損

　　増配　 期末 ６円を予定
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（単位　百万円）

増収増益　ＯＣＴ受注残問題で営業益は及ばず　

12年

通期

13年
当初
予想

13年
通期

前年度比 当初予想差異

売 上 高 2,409 3,031 3,077 +668
+27.7

%
+46

+1.5
%

営 業 利 益 27 200 179 +152
+563.0

%
▲21

▲10.5
%

経 常 利 益 197 224 307 +110
+55.8 

%
+83

+37.1
%

当期純利益 112 190 240 +128
+114.3

%
+50

+26.3
%

２０１３年度実績
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（単位　百万円）

１２年
期末

１３年

期末
前年度末比

総 資 産 8,054 8,690 +636 ＋7.9%

純 資 産 7,125 7,650 +525 +7.4%

自己資本比率（％） 88.5% 88.0% -
-0.5 

(%)

一株当たり純資産
（ 円 ）

595.76円 639.62円 +43.86円 +7.4%

概　況

総資産　増加

純資産　増加

現金・預金と有価証券増加

　　

投資有価証券の増加

　　投資先の上場による

利益剰余金の増加　+204

２０１３年度末　総資産および純資産の状況（連結）

有価証券評価差額金　+288
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業績の推移　（連結）
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2402012年度

純利益

販管費増
▲100

特別利益
特別損失

+31
税金等支払増

▲13

（単位　百万円）

2013年度

純利益

当期純利益の前年度対比分析　（連結）

売上増加・粗利益増加による成長を確立

昨年比
純利益増

+128

売上増　　+667
原価増　　-415

経費増　　　▲100
特別利益減 -6
特別損失減 +37

税金増　　-13

240240
粗利益
+252

112112

為替差益減　-22
その他　　　-20

主 な 要 因 　 　 　 　 　 　 　 　 1 2 年 度
投 資 有 価 証 券 売 却 益 　 　 　 　 1 8
事業用資産減損損失　　　　　　81

主 な 要 因 　 　 　 　 　 　 　 　 1 3 年 度
投 資 有 価 証 券 売 却 益 　 　 　 　 1 0
事業用資産減損損失　　　　　　31
有休不動産減損損失　　　　　　12

営業外損益
▲42
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営業期首残高 期末残高投資 財務 換算差額

1,356 1 ,4 75 1 ,727 1 ,826

0
500

1,000
1,500
2,000

10年 11年 12年 13年

期末残高の推移
(単位　百万円）

1,727 1,826

配当支払による支出　▲35
その他　　　　　　　▲1

税引前純利益 　　+274
その他 　+107

▲354 ▲36

（+99）

（単位　百万円）

+108

+286 ▲118 ▲37 +12012年度のCF +251

+381

キャッシュ・フロー　（連結）

投資有価証券取得▲815
投資有価証券売却＋503
その他　　　　　　　　▲42
　



8

+74.9
%

+39630.1%92421.9％528

伸長率前年比構成比
13年
通期

構成比
12年
通期

合計

システム・
ソリューション

光部品

27.7

%

+22.6
%

+17.0
%

－

13.1%

39.0%

－

12.6%

35.8%

6673,0772,409

316

940

388

1,100

+71

光測定器
+37.9

%
47.8% 51.6%1,152 1,588 +436

+160

（単位　百万円）

概　況

光部品　好調

次世代規格　配置始まる

波長選択ＳＷ開発に目処

測定器　米国・中国で増加

ＰＣ遠隔操作ソフト　伸びる

光部品　好調光部品　好調

光測定器　微減

光部品　底打ち

測定器増加　ＯＣＴ成長

ソリューション転換期

OCT　販路拡大へ尽力

事業別売上高　（連結）

光部品底打ち　全事業で二桁成長へ

（内　OCT）
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事業別業績推移 （連結）
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3,073
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2,449

2,866
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（単位　百万円）

3,077

（予）

3,150

ＯＣＴ反動減　他事業の増収で補う
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２０１４年通期予想　（連結）

13年
通期

14年通期
業績予想

13年度比 （通期）

売 上 高 3,077 3,150 +73 +2.4%

営 業 利 益 179 140 ▲39 ▲21.8%

経 常 利 益 307 190 ▲117 ▲38.1%

純 利 益 240 170 ▲70 ▲29.2%

年 間 配 当 ( 円 ） 6円 6円 - -

将来の成長に向け投資に力点将来の成長に向け投資に力点

（単位　百万円）



ベンチマーク　四半期業績の推移比較

回復の兆し伺う各社　ＡＦＯＰ突出
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※各社開示資料から弊社作成。
※各社とも決算期が異なりますが、便宜上当社グループの決算期にそろえて色分けしています。
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市場動向と
当社の事業戦略



13

光部品関連事業と市場

新興国に広がるネット　次の１０億が控える　 中長距離向け投資回復期をにらみ　存在感アップを目指す

市況：　データ通信の増加スピード止まらず

新興国でも、データ通信が急増中

キャリアの投資無線偏重の傾向は今後も継続する

技術：　１００Ｇ部品の配置進み　市場に投資戻る

伝送速度アップで次世代の高速大容量通信を実現

中長距離向け光部品の方向性は市場でも模索中

Akamai State of the Internet Map Visualization: Broadband adoption > 4Mbps

4Mbps以上の速度を持つ通信の割合を濃度で表現　明るい程高い

83.2%

93.6%

29.0%

53.7%
7.5%

26.1%

75.4%

82.3%

3.6%

72.9%

34.8%

10G

100G

40G
※ 100G = 100Gbps。　１波長で１秒間に送れる情報量を指します。

Skip!

光パワーモニター

100Gでも見直され、利用可能性あり

高いシェアがあり、更に競争力高める

波長選択スイッチ

超高速大容量通信時代の
光の交差点を支える、キー
デバイス。
開発合戦を制し、市場での
存在感の確立を目指す。
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光測定器関連事業と市場

市況：　欧州景気もたつき　日本市場一巡

新興国でのネットワーク投資背景に米国・中国で需要

欧州の不安定さは継続　いまひとつ伸びず

課題：　欧州及び新興国におけるシェア拡大

アジア市場・欧州市場の営業体制強化

上海増員　ロンドンオフィスの開設　販売体制にてこ入れ

「ＯＣＴ事業」を「光測定器事業」から分離　大きな成長に向けて集中

「ＯＣＴ事業」を「光測定器」から分離

独自の戦略と方針で成長目指す

Ｖｏｌｃａｎｏ案件で足踏み

主として「光通信」をターゲットとする光測

定器と、「医療・工業」をターゲットとするＯ

ＣＴとでは、市場も販売方式も成長戦略も

異なる。

それぞれ個別の戦略と課題に注力し、そ

れぞれ大きな果実を目指す。

正当な処理を求め交渉中

約７百万米ドル分の受注について、顧客の

一方的な契約解除申し入れ。

当初見込の売上に届かず。

現在、誠意ある対応を求め、交渉中。

当社による、Ｖ社への請求内容

未払代金支払 ２０５万米ドル

追加買取要求 ２７３万米ドル相当分

※Volcano 社は、平成 25 年 11 月４日に、同社におけるＯＣＴ診断装置開発の優先度

見直しを含むリストラ策の発表を行っております。
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システム・ソリューション市場の状況
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■ 従業員規模別　タブレットの導入状況（日本）

導入済 試験・準備中 検討中

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会　「企業IT動向調査2013」より

市況：　スマホ　タブレット人気変わらず

まだまだ決定打に欠ける

ＰＣとの違いと優位性を提案できるか

課題：　市場での存在感強化が必要

ＰＣ遠隔サポート　シェアＮｏ．１の強み

「ＰＣ遠隔操作ツール」でも生かす

国内シェア Ｎｏ．１

ＰＣ遠隔サポートツール
タブレットのキラーアプリ目指す

ＰＣ遠隔操作ツール
ＨＤＭＩを３ｋｍまで延伸

ＨＤＭＩ光Ｅｘｔｅｎｄｅｒ
国内での販売草分け。

高価格ながらも、そのきめ細かな機能と

安心感でシェアを維持。

安価な競合品との差別化が鍵。

スマートフォン・タブレット時代のキラーア

プリケーションとしての地位を狙う。

操作感のよさと、企業向け管理機能で競

合との差を開く。

大規模店舗でも、ハイビジョン映像を

自在に展開。放送用途にも用いられ

る高画質ながらも、手頃な価格。

知名度を高めるのが課題。
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減価償却・リースと投資の推移
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開発用機械等

量産用製造設備投資

今後の設備投資計画 （単体/単位　百万円）
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研究開発費（人件費含む）の推移
折れ線グラフ＝売上高・研究開発費率

（連結/単位　百万円）

198 213 196

128

「次」の成長を狙い　設備投資を大幅積み増し

8.0 9.3 9.7 8.4

14.1 12.3 10.8
15.6
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ネットワーク時代の光技術先駆者になる

The Photonics Pioneer of Networking

本資料に関するお問合せ先本資料に関するお問合せ先

〒485-0802
愛知県小牧市大草年上坂5823
フォトニクスバレー　大草キャンパス

ｓａｎｔｅｃ株式会社
業務部　管理グループ長　水島 大介

電話　0568-79-3535（代表）　
URL: http://www.santec.com/jp

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点において
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果はこれらの見通しと異なる可能
性がありますことをご了承ください。


